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行
為
無
能
力
者
制
度
と
約
款

は
じ
め
に

　
行
為
無
能
力
老
制
度
が
約
款
に
よ
る
契
約
の
成
否
に
つ
き
適

用
さ
れ
る
か
否
か
は
、
実
際
上
は
重
要
な
取
引
で
あ
れ
ぱ
契
約

締
結
に
際
し
て
何
ら
か
の
証
明
書
等
の
呈
示
の
要
求
に
よ
り
余

り
問
題
と
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
処
置
が
な

さ
れ
な
か
っ
た
か
又
は
日
常
頻
繁
に
行
わ
れ
迅
速
性
の
要
請
が

犬
で
こ
の
種
の
処
置
を
と
り
え
な
い
取
引
で
は
問
題
と
な
り
う

る
し
、
理
論
的
に
も
検
討
し
て
置
く
べ
き
一
個
の
間
題
で
あ
る
。

わ
が
民
法
上
、
行
為
無
能
力
老
制
度
に
つ
い
て
は
、
無
能
力
老

の
保
護
と
取
引
安
全
と
の
調
和
が
そ
れ
な
り
に
計
ら
れ
て
い
る

と
い
え
る
が
、
約
款
と
い
う
新
た
な
現
象
に
対
処
す
る
の
に
こ

石
　
　
原

全

れ
で
足
り
る
か
は
疑
間
な
し
と
は
い
え
ず
、
現
に
有
力
説
は
場

合
に
よ
り
不
適
用
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

枚
数
の
関
係
上
、
英
米
法
に
お
け
る
法
状
況
を
概
説
す
る
に
と

ど
め
る
。

二
　
米
法

　
米
法
上
、
契
約
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
契
約
当
事
老
が

法
的
に
契
約
能
力
を
右
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
契

約
能
力
を
欠
く
か
又
は
制
限
さ
れ
て
い
る
老
と
し
て
、
未
成
年

考
（
ま
ず
員
　
ま
目
實
）
、
精
神
障
害
老
（
昌
8
3
－
肇
　
彗
o

旨
8
8
ξ
ま
ぼ
o
巨
き
冒
H
ω
o
p
昌
8
3
＝
監
『
邑
ξ
）
、
酩
酊

者
（
潟
易
8
旨
ま
『
ま
巴
邑
亮
篶
①
o
｛
巴
8
ぎ
一
昌
o
昌
湯
）

〃
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が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
個
々
人
は
取
引
過
程
に
お
い
て
自

己
の
利
益
を
考
慮
す
る
能
力
の
点
で
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い

て
も
、
通
常
は
契
約
に
よ
り
自
身
を
拘
束
す
る
完
全
な
能
力
を

有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
未
成
年
者
等
は
取
引
過
程
で
適
切

に
対
処
す
る
能
力
を
あ
る
程
度
欠
い
て
お
り
、
自
身
の
無
思
慮

な
行
為
及
び
相
手
方
が
こ
れ
に
つ
け
こ
む
こ
と
に
対
し
て
保
護

す
る
た
め
に
、
契
約
能
力
を
完
全
に
は
有
し
な
い
と
さ
れ
る
の

　
（
1
）

で
あ
る
。

　
ま
ず
、
未
成
年
老
で
あ
る
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
は
二
一
歳

未
満
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
選
挙
権
が
一
八
歳
と
な
っ
た
関

係
上
、
多
く
の
州
法
は
一
八
歳
未
満
と
す
る
。
一
九
歳
未
満
と

す
る
の
は
三
州
、
従
来
通
り
二
一
歳
未
満
と
す
る
の
は
一
州
に

す
ぎ
な
い
。
こ
の
年
齢
基
準
に
つ
い
て
は
十
分
説
得
的
な
根
拠

を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
元

来
、
二
一
歳
の
基
準
は
後
述
の
英
法
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
基
準
は
騎
士
階
級
の
も
の
で
あ
り
、
未
成
年
者
の
保
護
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

本
来
的
な
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
　
一
八
歳
へ
と
基
準
年

齢
引
下
げ
は
、
一
九
七
一
年
の
憲
法
修
正
二
六
条
に
従
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
実
質
的
根
拠
は
詳
か
に
し
え
な
い
が
、
未
成

年
老
が
自
身
で
決
定
を
な
し
、
自
身
で
配
慮
す
る
能
力
を
獲
得

す
る
年
齢
段
階
が
旧
時
よ
り
早
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
。
か
つ
又
、
二
一
歳
未
満
に
お
け
る
人
口
構
成
比
率
、
未

成
年
者
の
う
ち
商
業
に
従
事
す
る
老
の
大
部
分
は
一
八
歳
以
上

で
あ
り
、
問
題
を
生
ず
る
の
は
一
八
歳
以
上
の
場
合
（
o
5
雪

昌
ぎ
o
易
）
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の
年
齢
層
の
購
買
力
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

増
加
し
て
お
り
、
多
く
の
企
業
が
こ
れ
に
依
存
し
て
い
る
こ
と

も
考
慮
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
一
定
年
齢
を
基
準

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
点
は
管
理
（
ぎ
昌
巨
g
§
－

饒
8
）
の
簡
素
化
に
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
少
な
く
と
も
能
力
の
有

無
を
決
定
す
る
唯
一
の
基
準
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
法
的
に
一
定
年
齢
を
基
準
と
す
る
目
的
は
、
第
一
に
、

杜
会
は
一
般
に
未
成
年
老
の
養
育
を
親
に
委
ね
て
い
る
の
で
あ

り
、
こ
の
親
－
未
成
年
老
関
係
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第

二
に
、
前
述
の
未
成
年
老
の
未
熟
な
判
断
の
結
果
及
び
相
手
方

に
よ
る
悪
用
か
ら
未
成
年
老
を
保
護
し
、
第
三
に
、
未
成
年
の

軽
率
な
判
断
及
び
技
術
の
不
完
全
性
か
ら
杜
会
を
保
護
す
る
、

　
　
　
（
↓

こ
と
に
あ
る
。
し
か
も
、
形
式
的
基
準
で
は
な
く
、
取
引
に
関

す
る
成
熟
度
と
い
う
実
質
的
基
準
に
よ
る
と
、
取
引
の
迅
速
性

巧
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を
含
め
て
取
引
の
安
全
が
害
さ
れ
、
ひ
い
て
は
未
成
年
老
の
取

引
必
要
性
が
無
視
さ
れ
、
そ
の
保
護
は
達
成
し
え
な
く
な
る
。

従
っ
て
、
一
定
年
齢
で
区
別
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
選
定

は
窓
意
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
、
杜
会
的
経

済
的
状
況
に
よ
り
変
動
す
る
余
地
は
あ
り
、
当
面
一
八
歳
基
準

は
一
応
妥
当
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
契
約
法
に
関
し
て
、
婚
姻
に
よ
り
成
年
者
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
る
か
、
も
一
個
の
問
題
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
消
極
的
に
解

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
婚
姻
は
自
動
的
に
当
事
老
に
成
熟
さ
を
付

与
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
賢
明
さ
と
か
着
実
さ
を
身
に
付
け

さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
州
法
に
よ

っ
て
は
、
一
定
年
齢
（
た
と
え
ぱ
一
六
歳
）
以
上
の
老
は
婚
姻

に
よ
り
拘
束
的
契
約
を
な
す
能
力
を
有
す
る
と
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
、
未
成
年
着
の
婚
姻
が
近
時
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
生
計

維
持
の
た
め
に
契
約
締
結
を
有
効
に
な
し
う
る
と
す
る
必
要
性

が
あ
る
こ
と
、
婚
姻
は
未
成
年
者
と
し
て
の
保
護
を
与
え
る
必

要
性
を
失
わ
し
め
る
成
熟
さ
を
示
す
一
つ
の
証
左
と
解
し
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
能
力
付
与
（
①
昌
彗
・

○
号
き
g
）
に
よ
っ
て
も
、
未
成
年
老
の
契
約
能
力
に
変
更
を

生
じ
な
い
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
が
、
能
力
付
与
は
未
成
年

老
と
し
て
の
保
護
を
与
え
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
少
な
く
と
も

あ
る
程
度
証
明
し
て
い
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
り
、
判
例
も
能

力
付
与
を
契
約
能
力
を
有
す
る
こ
と
の
一
つ
の
証
左
と
し
て
い

る
も
の
が
存
す
る
し
、
一
九
七
八
年
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
民
事

法
六
三
条
は
能
力
付
与
に
よ
り
拘
束
的
契
約
を
締
結
す
る
能
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

に
つ
き
未
成
年
着
と
同
一
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
未
成
年
者
の
契
約
能
力
に
つ
い
て
は
種
々
の

態
様
が
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
、
未
成
年
者
は
契
約
を
締
結
し

得
る
が
、
そ
の
契
約
は
未
成
年
老
に
よ
っ
て
の
み
取
り
消
し
得

る
と
さ
れ
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
は
、
契
約
が
未
成
年
老
に
と

り
明
ら
か
に
不
利
で
あ
る
時
は
無
効
、
そ
の
最
善
の
利
益
と
な

り
う
る
し
一
も
彦
フ
え
；
t
る
L
一
彗
ま
、
一
又
当
　
‘
〕
5
　
〉
…
－
ヨ

　
　
、
　
　
‘
　
’
　
：
一
　
　
’
　
‘
　
」
＾
　
’
　
　
‘
　
．
…
‘
　
　
　
項
荊
王
　
．
、
。
’
．
　
1
｛
（
■
仁
o
・

巨
①
）
、
明
ら
か
に
最
善
の
利
益
で
あ
る
と
き
は
有
効
と
解
さ
れ

て
い
た
が
、
無
効
も
し
く
は
取
消
し
う
る
か
の
い
ず
れ
か
に
明

確
に
区
別
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
未

成
年
者
の
選
択
に
よ
り
取
消
し
う
る
と
す
る
原
則
へ
と
移
行
し

　
　
　
（
7
）

た
の
で
あ
る
。
一
定
契
約
を
無
効
と
す
る
制
定
法
は
存
せ
ず
“

む
し
ろ
、
一
定
種
類
の
契
約
（
例
え
ぱ
、
一
五
歳
以
上
の
未
成

％
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年
老
に
よ
る
生
命
保
険
契
約
）
は
取
消
し
得
な
い
と
す
る
州
法

規
定
が
多
く
存
す
る
。
こ
の
種
の
例
外
を
除
き
、
一
般
に
取
消

し
う
る
と
さ
れ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
未
成
年
老
の
浪
費

的
で
軽
率
な
行
為
及
ぴ
相
手
方
が
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

未
成
年
者
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
と
共
に
、
た
と
え
契
約
が

未
成
年
考
に
と
り
不
利
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
契
約
を
取
消
す

権
利
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
分
保
護
さ
れ
る
か
ら
で

＾
9
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
が
公
正
か
（
邑
『
）
否
か
、
契
約
が

未
成
年
者
に
と
り
有
利
か
不
利
か
、
既
行
契
約
か
未
行
契
約
か

否
か
、
さ
ら
に
、
未
成
年
老
の
具
体
的
な
見
掛
け
上
の
年
齢
や

成
熟
さ
い
か
ん
、
相
手
方
が
未
成
年
老
の
年
齢
を
知
っ
て
い
た

か
否
か
等
を
問
わ
ず
、
取
消
し
う
る
。
こ
の
取
消
を
な
す
権
限

（
君
峯
胃
）
は
、
追
認
を
な
し
た
場
合
を
除
き
放
棄
し
え
な
い
と

共
に
、
未
成
年
者
に
専
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
未
成
年
中
又
は

成
年
に
達
し
た
後
の
合
理
的
期
間
内
に
行
使
し
う
る
。
も
っ
と

も
、
全
契
約
を
取
消
す
こ
と
を
要
し
、
未
成
年
者
に
と
り
負
担

と
な
る
部
分
の
み
を
取
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
取
消
は
、
取

引
に
拘
束
さ
れ
る
意
思
が
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
れ
ぱ
足

り
、
要
式
行
為
で
は
な
く
、
口
頭
、
書
面
又
は
そ
の
他
の
行
為

（
抗
弁
と
し
て
の
主
張
、
取
引
を
無
効
と
す
る
訴
訟
の
開
始
な

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
〕

ど
）
に
よ
り
な
し
う
る
。
以
上
が
原
則
で
あ
る
が
、
取
消
権
限

の
放
棄
な
い
し
契
約
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
第

一
は
、
取
消
を
な
し
得
な
く
な
る
も
の
と
し
て
、
追
認

（
H
呉
旨
8
9
g
）
が
あ
る
。
こ
の
追
認
は
明
示
、
黙
示
に
よ
っ

て
も
な
し
う
る
し
、
さ
ら
に
、
合
理
的
な
期
間
内
に
取
消
を
な

さ
な
い
こ
と
に
よ
づ
て
も
生
じ
う
る
が
、
成
年
に
達
し
た
後
に

な
し
う
る
の
で
あ
り
、
未
成
年
で
あ
る
間
の
追
認
行
為
は
そ
れ

自
体
取
消
し
う
る
。
明
示
の
追
認
は
、
州
法
に
よ
っ
て
は
書
面

に
よ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
が
、
一
般
に
は
要
式
行
為
で
は
な

く
口
頭
で
足
り
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
債
務
の
単
な
る
承
認
で

は
不
十
分
で
債
務
の
履
行
を
な
す
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
要
す
る
。
行
為
に
よ
る
承
認
は
、
契
約
を
確
認
す
る

意
図
を
明
確
に
示
す
直
接
的
か
つ
断
定
的
行
為
で
あ
る
こ
と
を

要
し
、
単
な
る
沈
黙
と
か
、
不
作
為
と
か
、
単
な
る
一
部
履
行

で
は
足
ら
ず
、
成
年
に
達
し
た
後
に
履
行
す
る
と
か
相
手
方
の

履
行
を
受
領
す
る
と
か
の
よ
う
に
契
約
の
利
益
を
享
受
す
る
こ

と
に
よ
り
生
ず
る
。
合
理
的
期
間
内
に
取
消
さ
な
い
と
取
消
権

限
の
放
棄
と
さ
れ
る
の
は
、
行
為
に
よ
る
追
認
の
一
種
と
い
え

27
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る
が
、
未
成
年
者
の
投
機
行
為
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ

の
合
理
的
期
問
か
否
か
は
、
未
成
年
者
が
成
年
に
達
し
た
後
に

お
い
て
、
当
事
者
の
双
方
又
は
一
方
が
履
行
を
な
し
て
い
た
か
、

取
引
の
性
質
、
具
体
的
期
間
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
成
年
老
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

る
相
手
方
が
害
さ
れ
る
程
度
い
か
ん
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。
第

二
は
、
生
活
必
需
品
契
約
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
未
成
年
老
は

取
消
す
こ
と
が
で
き
ず
、
い
わ
ゆ
る
必
需
品
の
合
理
的
価
格

（
契
約
価
格
で
は
な
い
）
に
つ
き
責
任
を
負
う
（
準
契
約
上
の
債

務
）
。
こ
れ
は
、
さ
も
な
い
と
未
成
年
老
が
生
活
上
困
難
な
状

態
に
陥
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
し
、
合
理
的
価
格
の
制
限
は
、

過
大
な
売
買
価
格
か
ら
未
熟
な
未
成
年
老
を
保
護
す
る
た
め
で

（
1
2
）

あ
る
。
問
題
は
、
い
か
な
る
タ
イ
プ
の
契
約
が
生
活
必
需
品
に

該
当
す
ち
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
に
は
、
法
の
問
題
で
あ

る
が
、
特
定
状
況
に
お
い
て
生
活
必
需
品
（
給
付
も
含
む
）
に

該
当
す
る
か
は
事
実
問
題
で
ー
あ
り
、
未
成
年
老
の
生
活
状
況
、

杜
会
的
地
位
、
資
産
状
況
、
給
付
さ
れ
た
も
の
の
性
質
、
さ
ら

に
両
親
の
資
産
状
況
な
ど
に
よ
る
。
基
本
的
に
は
、
未
成
年
者

に
と
り
単
に
便
宜
で
あ
る
と
か
役
立
つ
と
か
で
は
足
り
ず
、
そ

の
給
付
時
点
で
緊
急
で
不
可
欠
で
あ
る
か
、
又
は
、
未
成
年
老

の
地
位
も
し
く
は
生
活
状
況
を
維
持
す
る
の
に
適
切
で
あ
る
こ

　
　
　
＾
1
3
）

と
を
要
す
る
。
第
三
は
、
前
二
老
ほ
ど
確
立
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
未
成
年
老
が
年
齢
に
つ
き
不
実
表
示
を
し
た
場
合

で
あ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
よ
う
に
州
法
に
よ
っ
て
は
、
不

実
表
示
に
よ
り
未
成
年
老
は
契
約
を
取
消
し
得
な
い
旨
明
文
化

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
揚
合
に
は
、
未
成
年
老
の
保
護

を
不
実
表
示
に
も
拘
わ
ら
ず
維
持
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
不
実

表
示
に
善
意
で
信
頼
し
た
相
手
方
の
保
護
を
図
る
か
、
の
二
者

　
　
　
　
（
M
）

択
一
が
生
ず
る
。
前
老
の
見
地
に
立
脚
す
れ
ば
、
未
成
年
老
は

契
約
を
取
消
し
え
、
自
己
の
不
実
表
示
に
基
づ
く
禁
反
言
則
は

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
多
数
の
未
成
年
者
の

契
約
は
年
齢
の
不
実
表
示
の
結
果
生
じ
て
お
り
、
禁
反
言
則
を

肯
定
す
れ
ぱ
契
約
履
行
を
結
果
的
に
強
制
す
る
二
と
と
な
り
未

成
年
老
が
多
く
の
揚
合
に
保
護
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
し
、

不
実
表
示
そ
の
も
の
は
能
力
者
た
る
資
格
を
敢
得
さ
せ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
）

で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
。
後
老
の
見
地
は
、
意
識
的
に
詐
歎
的

方
法
を
使
用
す
る
未
成
年
老
に
よ
る
強
奪
的
行
為
に
対
し
て
成

年
老
を
保
護
す
る
こ
と
は
か
か
る
未
成
年
者
の
利
益
よ
り
も
優

先
す
べ
き
で
あ
る
し
、
こ
の
よ
う
な
未
成
年
考
は
成
年
者
を
欺

勿
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岡
す
る
程
狡
智
で
あ
り
未
成
年
着
の
契
約
能
力
に
関
す
る
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

原
則
で
律
す
る
必
要
も
な
い
、
こ
と
に
基
づ
く
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
で
も
、
未
成
年
者
の
不
実
表
示
は
、
あ

る
程
度
確
定
的
で
断
言
的
杢
言
明
で
あ
り
、
か
つ
、
相
手
方
を

ミ
ス
リ
ー
ド
し
て
契
約
能
力
あ
り
と
信
ぜ
し
め
る
意
図
を
も
っ

て
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の
後
老
の
見
地
か
ら
は
、
相

手
方
保
護
は
二
方
法
で
な
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
不
実
表
示
を
な

し
た
未
成
年
老
は
、
そ
の
表
示
の
不
真
実
で
あ
る
こ
と
を
禁
反

言
さ
れ
る
と
す
る
禁
反
言
則
の
適
用
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

契
約
は
強
行
さ
れ
る
か
又
は
契
約
損
害
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
今
一
つ
は
、
末
成
年
者
は
取
消
す
こ
と
は
で
き
る
が
、

相
手
方
に
生
じ
た
損
害
に
つ
き
不
法
行
為
上
の
責
任
を
負
う
と

さ
れ
る
。
損
害
は
不
法
行
為
法
の
算
定
方
法
に
よ
る
が
、
惹
起

せ
し
め
ら
れ
た
信
頼
に
よ
り
給
付
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
取

消
に
よ
り
完
全
に
原
状
回
復
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
結
果
と
し

て
相
手
方
が
蒙
っ
た
損
失
は
不
実
表
示
に
帰
因
す
る
損
失
で
あ

　
　
　
　
（
1
7
）

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
三
〇
年
の
犬
不
況
以

来
、
あ
ら
ゆ
る
商
工
業
の
分
野
で
未
成
年
老
が
非
常
に
増
大
し
、

近
代
杜
会
秩
序
の
不
可
欠
か
つ
重
要
な
構
成
員
の
地
位
を
占
め
、

し
か
も
、
文
明
杜
会
の
歴
史
上
か
っ
て
な
い
ほ
ど
広
い
経
験
に

よ
っ
て
よ
り
賢
明
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
自
己
の
行

為
に
対
す
る
責
任
が
よ
り
重
く
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

う
要
請
が
働
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
責
任

が
課
さ
れ
る
た
め
に
は
、
未
成
年
者
が
判
断
能
力
あ
る
年
齢

（
鍔
①
o
｛
2
伽
ρ
①
庄
g
）
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
と
共

に
、
不
実
で
あ
る
事
実
の
言
明
が
存
し
、
欺
岡
の
意
図
で
、
か

つ
、
相
手
方
が
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
為
を
な
す
よ
う
に
な
さ
し

め
る
意
図
を
も
っ
て
な
さ
れ
、
相
手
方
が
実
際
に
こ
れ
に
信
頼

し
て
行
為
し
、
そ
の
結
果
損
害
を
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
こ
と
を
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

し
、
こ
の
要
件
の
立
証
責
任
は
相
手
方
に
存
す
る
。
こ
の
二
方

法
の
う
ち
で
は
、
不
法
行
為
責
任
で
処
理
す
る
解
決
策
が
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
支
持
老
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
禁
反

言
則
に
よ
る
と
契
約
が
成
立
し
、
契
約
損
害
原
則
で
処
理
さ
れ

る
と
い
う
難
点
が
あ
る
の
に
対
し
、
不
法
行
為
責
任
で
あ
れ
ぱ

よ
り
柔
軟
な
解
決
が
可
能
で
あ
る
し
、
未
成
年
老
も
不
法
行
為

責
任
を
負
う
の
が
一
般
原
則
で
あ
り
、
不
実
の
か
つ
歎
岡
的
な

表
示
に
つ
き
他
の
不
法
行
為
と
異
な
り
責
任
を
負
わ
な
い
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

べ
き
理
由
は
ま
っ
た
く
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

〃
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（
聖

　
次
ぎ
に
、
精
神
障
害
考
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
老
が
こ
れ
に

該
当
す
る
か
は
、
一
般
に
は
認
識
基
準
（
8
管
巨
く
①
后
g
）
に

よ
る
。
つ
ま
り
、
取
引
時
点
で
、
当
該
取
引
の
性
質
及
び
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

を
理
解
す
る
能
力
を
欠
い
て
い
た
か
、
に
よ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
基
準
は
唯
一
の
も
の
で
は
な
く
、
自
己
の
行
為
の
性
質
及

び
結
果
に
つ
き
理
解
し
た
が
、
そ
の
効
果
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
欠
く
と
き
も
契
約
能
力
を
欠
く
も
の
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

契
約
が
、
精
神
疾
患
又
は
精
神
障
害
の
強
制
の
下
で
締
結
さ
れ
、

こ
れ
が
存
し
な
け
れ
ば
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
時
に
も

肯
定
さ
れ
る
と
す
る
の
が
近
時
有
力
で
あ
る
。
こ
の
自
発
性
基

準
（
く
〇
一
巨
o
畠
；
窃
↓
）
は
、
か
か
る
老
の
保
護
の
必
要
性
と
、

後
述
の
精
神
障
害
老
の
な
し
た
契
約
に
関
す
る
制
約
を
考
慮
に

入
れ
れ
ば
相
手
方
に
と
っ
て
も
不
都
合
は
な
い
と
い
う
考
慮
に

　
＾
2
3
）

基
づ
く
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
法
的
に
は
、
各
人
は
契
約
能

力
を
有
す
る
と
捲
定
さ
れ
、
各
人
は
自
身
の
問
題
を
処
理
し
、

自
身
の
行
為
に
つ
き
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
基
本
原

則
で
あ
る
か
ら
、
各
人
は
自
己
の
契
約
の
性
質
及
び
効
果
を
理

解
し
う
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
精
神
障
害
に

よ
り
契
約
能
力
を
欠
く
こ
と
は
例
外
で
あ
り
、
当
該
契
約
以
前

に
無
能
力
（
巨
8
昌
o
g
彗
ξ
）
の
宣
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
限

り
、
こ
の
無
能
力
を
主
張
す
る
者
の
側
に
そ
の
立
証
責
任
が
課

さ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
立
証
は
完
全
に
納
得
の
行
く
十
分
な
証

拠
に
よ
っ
て
な
す
こ
と
を
要
し
、
疑
問
が
存
す
る
と
き
は
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
）

能
力
を
有
す
る
旨
の
推
定
が
作
用
す
る
。
で
は
、
こ
の
老
の
な

し
た
契
約
の
効
果
は
ど
う
な
の
か
。
か
つ
て
は
、
契
約
は
主
観

的
な
意
思
の
一
致
を
要
す
る
と
さ
れ
た
原
則
に
一
致
し
て
、
無

効
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
契
約
の
客
観
的
理
論
の
点
か

ら
契
約
は
精
神
病
老
側
か
ら
の
み
取
り
消
し
得
る
に
す
ぎ
な
い

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
法
の
保
護
政
策
、
つ
ま
り
、
明
ら
か
に

不
適
格
な
老
を
そ
の
不
適
格
か
ら
生
ず
る
法
効
果
か
ら
保
護
す

る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
無
効
と
す
る
と
精
神
障

害
老
側
で
履
行
又
は
そ
の
用
意
を
な
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
能

力
老
で
あ
る
相
手
方
が
履
行
拒
絶
を
な
し
う
る
こ
と
に
な
っ
て

　
（
肪
）

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
精
神
障
害
老
は
理

性
を
回
復
し
た
時
に
、
取
消
又
は
追
認
を
な
し
う
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
取
り
消
し
得
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
全
て
の
場
合
に
貫
徹
す
る
と
、
相
手
方
は
非
常
な
不
利
益
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
精
神
障
害
老
か
否
か
は
、
未
成
年
者
の

釧
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場
合
よ
り
も
確
定
が
困
難
で
あ
る
。
人
は
、
取
引
が
単
純
か
複

雑
な
も
の
か
を
間
わ
ず
、
通
常
は
契
約
能
力
を
完
全
に
有
す
る
。

た
だ
、
精
神
疾
患
に
よ
る
無
能
力
（
巨
8
昌
潟
一
g
ξ
）
が
特
定

の
タ
イ
プ
の
取
引
に
関
し
て
の
み
作
用
を
及
ぽ
し
、
そ
の
限
り

で
当
該
契
約
の
み
が
取
り
消
し
得
る
と
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
取
り
消
し
得
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
取
消
又
は
追
認

を
示
唆
す
る
何
ら
か
の
行
為
が
な
い
限
り
、
相
手
方
は
自
己
が

拘
束
さ
れ
る
の
に
、
そ
の
取
引
の
相
手
方
（
精
神
障
害
者
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
＾
2
6
一

拘
束
さ
れ
る
か
は
知
り
え
な
い
状
態
に
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
既
述
の
原
則
に
は
以
下
の
制
限
が
存
す
る
。
第

一
に
、
契
約
が
未
履
行
で
あ
る
か
又
は
非
常
に
不
当
な
約
因
に

基
づ
く
と
き
に
は
取
り
消
し
得
る
が
、
契
約
が
履
行
さ
れ
、
相

手
方
が
精
神
疾
患
を
不
当
に
利
用
し
て
い
ず
、
か
つ
、
そ
の
精

神
状
況
を
知
り
う
べ
き
で
な
か
っ
た
と
き
に
は
精
神
障
害
老
は

相
手
方
に
原
状
回
復
す
る
の
で
な
け
れ
ぱ
、
取
消
を
な
し
得
な

い
。
こ
の
よ
う
な
揚
合
に
は
、
善
意
の
相
手
方
の
負
担
の
下
で

契
約
か
ら
の
利
益
を
精
神
障
害
老
が
享
受
す
る
の
は
許
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
7
）

べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
消
を
な
す
に

は
、
自
己
の
受
領
し
た
利
益
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
の

利
益
を
受
け
た
範
囲
で
原
状
回
復
を
な
す
こ
と
を
要
し
、
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
8
）

し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
金
銭
に
よ
り
補
償
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

も
っ
と
も
、
精
神
疾
患
に
よ
る
無
能
力
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
か
又
は
知
り
う
べ
き
と
き
に
は
、
な
さ
れ
た
給
付
を
消
費

な
い
し
浪
費
し
た
と
し
て
も
、
原
状
回
復
を
な
さ
ず
に
取
消
し

う
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
相
手
方
は
自
己
の
危
険
で
取
引
を
な

す
と
さ
れ
て
も
不
当
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
詐
歎

を
な
し
た
と
捷
定
さ
れ
る
。
第
二
の
制
約
は
、
必
需
品
契
約
で
、

未
成
年
者
の
場
合
と
同
様
に
、
合
理
的
価
格
に
つ
き
準
契
約
上

の
債
務
を
負
う
の
で
あ
り
、
既
述
の
未
成
年
者
の
箇
所
で
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
）

た
こ
と
が
ほ
ぼ
妥
当
す
る
。

　
次
に
、
酩
酊
老
で
あ
る
が
、
酩
酊
に
よ
り
法
的
に
無
能
力

（
ま
S
寝
o
岸
く
）
と
さ
れ
る
の
は
、
単
に
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
等
に

よ
り
酩
酊
の
影
響
下
に
あ
る
の
み
で
は
足
り
ず
、
そ
の
程
度
が

取
引
時
点
で
非
常
に
大
き
く
、
当
該
取
引
の
性
質
お
よ
ぴ
結
果

を
理
解
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の
老
の
な

し
た
契
約
の
効
力
は
、
精
神
障
害
者
の
場
合
と
同
様
で
取
消
し

得
る
に
す
ぎ
ず
、
か
つ
、
そ
の
要
件
も
精
神
障
害
考
の
場
合
に

述
べ
た
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
も
っ
と
も
、
酩
酊
の
み
に
よ
り

〃
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取
消
を
認
容
し
た
ケ
ー
ス
は
極
く
稀
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
酩

酊
は
通
常
自
発
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
裁
判
所
が
こ
の
抗
弁
を
認

め
る
の
に
慎
重
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
種
の
酪
酊
老
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
ず
に
能
力
老
で
あ
る
相
手
方
が
取
引
を
な
す
こ
と
は
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

常
あ
り
え
な
い
こ
と
、
に
よ
る
。
し
か
も
、
酩
酊
を
知
っ
て
取

引
を
な
し
た
と
き
に
は
、
詐
歎
な
い
し
は
非
良
心
性
に
該
当
す

る
と
さ
れ
る
。

　
な
お
、
精
神
障
害
を
蒙
っ
て
い
る
老
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
品

中
毒
老
、
浪
費
考
又
は
老
齢
老
で
、
無
能
力
者
（
ぎ
8
昌
潟
・

言
鼻
）
で
あ
る
旨
宣
告
さ
れ
、
後
見
人
が
指
定
さ
れ
て
い
る
時

は
、
被
後
見
人
は
契
約
上
の
義
務
を
生
ぜ
し
め
る
能
力
を
絶
対

的
に
有
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
被
後
見
人
の
な
し
た
契

勺
ま
乗
カ
弓
＝
）
5
0
隻
己
㌧
訓
麦
±
オ
童
）
蔓
葦
三
ケ
ヒ
L
I
5

系
与
争
事
「
a
．
’
．
毛
j
ノ
自
旦
岳
貝
逗
o
罰
窒
そ
匡
⊥
「
＝
’
一

た
め
で
あ
り
、
か
つ
、
後
見
人
指
定
の
宣
告
は
被
後
見
人
の
無

能
力
を
公
知
せ
し
め
る
か
ら
、
相
手
方
が
こ
の
指
定
不
知
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

っ
て
も
、
被
後
見
人
と
の
契
約
は
存
在
し
え
な
い
、
と
さ
れ
る
。

　
以
上
が
、
米
法
上
の
概
観
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
原
則
は
、

約
款
に
よ
る
契
約
の
成
否
に
関
し
て
も
妥
当
す
る
。
つ
ま
り
、

原
則
と
し
て
、
約
款
に
よ
る
契
約
は
成
立
す
る
が
、
未
成
年
老

等
は
こ
れ
を
取
消
し
得
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
約
款
に

関
し
て
、
精
神
病
等
に
よ
る
契
約
無
能
力
が
問
題
と
な
っ
た
ケ

ー
ス
は
知
る
限
り
で
は
存
せ
ず
、
約
款
に
関
連
し
て
精
神
病
等

に
よ
る
契
約
無
能
力
が
主
張
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
2
）

主
張
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
未
成
年
老
と
の
契
約
に
つ
き
若
干

存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
大
量
取
引
の
点
か
ら
み
れ
ぱ
、
既
述
の

原
則
で
処
理
す
る
こ
と
に
は
難
点
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
し
か

し
、
未
成
年
老
の
保
護
は
公
共
の
政
策
の
事
項
で
あ
り
、
未
成

年
老
の
保
護
が
相
手
方
に
と
り
困
難
又
は
経
済
的
損
失
を
生
ぜ

し
め
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
未
成
年
自
身
の
無
思
慮
か
ら
未
成

年
老
を
保
護
す
る
こ
と
に
杜
会
は
最
高
の
関
心
を
有
す
る
か
ら

　
＾
3
3
）

で
あ
る
。
勿
論
、
取
消
権
は
絶
対
的
権
利
の
一
種
で
あ
り
、
事

L
u
＝
史
重
卜
士
　
ノ
5
5
二
＝
ま
＝
…
工
、
O
　
■
〕
つ
　
＝
－
〕
二
）
二
一
〕

』
同
阯
｛
士
〃
早
フ
・
■
正
占
一
’
．
こ
ユ
‘
「
，
＝
＝
プ
ヘ
し
　
　
　
O
，
　
　
～
司
こ
0
1
‘
　
。
、

な
取
消
権
の
認
容
は
、
未
成
年
者
に
防
御
手
段
よ
り
も
攻
撃
手

段
を
付
与
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
嫌
い
が
存
す
る
か
ら
、
精
神

障
害
考
の
場
合
と
同
様
に
、
契
約
が
既
履
行
で
あ
る
と
共
に
契

約
内
容
が
公
正
で
、
か
つ
、
相
手
方
が
未
成
年
者
で
あ
る
こ
と

に
つ
き
不
知
で
あ
る
と
き
に
は
、
取
消
し
得
な
い
と
す
べ
き
で

あ
り
、
非
良
心
性
理
論
の
活
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

拐
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＾
3
4
）

う
指
摘
が
存
す
る
。
こ
の
見
解
は
、
約
款
に
つ
き
論
じ
た
も
の

で
は
な
い
が
、
注
目
に
値
す
る
。
契
約
内
容
が
合
理
的
で
あ
れ

ぱ
、
未
成
年
老
を
拘
束
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
必
然
的
理
由
は

　
　
壼
）

存
し
な
い
と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
約
款
に
関
連

し
て
検
討
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
「
一
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

を
保
障
す
る
」
と
い
う
約
款
条
項
が
存
し
、
署
名
が
な
さ
れ
て

い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
外
観
か
ら
未
成
年
老
で
あ
る

こ
と
が
契
約
時
に
明
確
で
あ
る
か
、
未
成
年
者
で
あ
る
旨
口
頭

で
知
ら
さ
れ
て
い
る
か
又
は
他
の
方
法
で
こ
の
情
報
を
得
て
い

る
と
き
に
は
、
こ
の
種
の
条
項
を
援
用
す
る
こ
と
は
正
当
化
さ

　
（
3
6
）

れ
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
き
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
れ
て
お
り
、

一
つ
は
、
契
約
時
に
お
け
る
未
成
年
者
の
地
位
（
例
え
ぱ
犬
学

生
で
あ
る
と
か
）
、
さ
ら
に
印
刷
条
項
を
容
易
に
読
み
得
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
項
の
効
力
を
認
め
る
見
解
で

あ
り
、
今
一
つ
は
、
こ
の
条
項
に
つ
き
未
成
年
老
の
注
意
を
喚

起
し
て
い
な
い
し
、
条
項
へ
の
言
及
（
篶
序
『
雪
8
）
も
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
項
の
援
用
を
否
定
す
る
見
解
で

菱
）

あ
る
。
こ
の
種
の
条
項
に
よ
り
未
成
年
老
の
取
消
を
認
め
な
い

と
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
ま
い
。
米
法
上
、
批
判
は
あ
る
と
は

い
え
、
取
引
安
全
よ
り
も
未
成
年
老
保
護
に
よ
り
ウ
ェ
イ
ト
が

置
か
れ
て
い
る
し
、
こ
の
条
項
に
よ
り
企
業
側
に
未
成
年
老
か

否
か
の
判
定
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
も
、
法
は
未
成
年
老
に
契
約
書
を
読
む
べ
き
義
務
を
課
し
て

は
い
ず
、
成
年
者
が
読
ま
な
か
っ
た
場
合
と
同
じ
結
果
を
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

不
作
為
に
付
与
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
条
項
が
十
分
に
指

示
．
説
明
が
な
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
未
成
年
者
が
積
極
的
に

成
年
老
た
る
こ
と
を
表
示
し
た
と
き
は
、
年
齢
に
関
し
て
不
実

表
示
を
な
し
た
一
証
左
を
構
成
す
る
に
と
ど
め
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
｝
凹
『
目
ω
ミ
o
斗
戸
O
目
O
o
目
9
印
9
ω
．
－
岨
㊤
o
－
P
ω
司
①
1

　
（
2
）
　
■
庄
①
q
P
く
o
巳
與
σ
旨
ξ
9
竃
ま
o
『
、
ω
O
o
g
H
與
o
房
一
＞

　
　
句
＆
o
冨
一
U
o
o
巨
烏
ぎ
凹
竃
a
①
∋
厚
昌
o
∋
く
L
o
申
■
．

　
　
宛
望
』
冨
し
曽
（
畠
雪
）
．

　
（
3
）
　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
統
計
資
料
は
若
干
古
い
が
、

　
ω
①
9
Z
o
貝
亀
O
o
F
冒
．
－
．
宛
①
チ
ミ
ド
ミ
ω
彗
O
～
．
㊤

　
　
（
－
竃
ト
）
一
向
島
①
1
H
O
饅
－
F
寄
＜
．
N
冨
し
轟
－
㊤
（
岩
雪
）
1

　
（
4
）
＝
o
；
三
旨
印
U
睾
募
昌
一
〇
e
一
－
晶
巴
雪
o
目
葦
ω
o
｝

　
O
｝
－
三
『
①
戸
－
岨
o
o
卜
O
o
1
H
－
0
1
－
～
o
l

　
（
5
）
　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
勾
與
ヨ
ω
ミ
o
ユ
戸
向
、
＞
。
一

鎚
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ω
冒
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べ
o
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…
2
〇
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ρ
　
卜
o
o
O
o
－
ε
8
．
－
．
丙
o
‘
　
N
↓
ド
　
N
↓
①

　
（
H
竃
O
O
）
一
曽
O
；
ミ
岸
N
俸
U
彗
邑
ω
9
（
＆
1
）
一
窒
肩
凹
．
P
H
量
一

向
O
潟
二
Ω
凹
1
■
1
丙
2
1
8
㎝
し
｛
O
O
－
㊤
（
H
O
雪
）
．

一
6
）
〇
一
胃
ぎ
；
o
－
姜
艮
O
o
罵
邑
o
寄
一
き
昌
ニ
ニ
訂

∈
目
津
①
O
ω
冨
8
ω
．
H
塞
O
。
．
O
l
N
違
一
向
O
O
q
①
L
Ω
顯
一
i
丙
2
』
O
蜆
一

N
9
1
H
（
岩
雪
）
．

（
7
）
■
・
冒
三
冨
俸
冒
き
ω
昌
（
①
e
．
ω
ξ
曇
o
．
§
…
｝
－

－
①
■
－
5
｛
凹
目
一
〇
0
3
言
凹
o
け
口
邑
宛
o
ω
O
o
目
ω
巳
〕
＝
岸
く
一
＞
↓
－
§
o
｛
o
『

宛
①
署
肩
讐
竃
－
竃
α
丙
8
茅
け
庁
＞
g
易
吋
昌
昌
；
し
H
弓
宍
印
目
ρ

［
丙
①
く
1
窒
一
ω
竃
－
ω
（
畠
3
）
一
丙
窃
3
8
昌
①
葦
（
旨
O
）
O
｛

○
昌
気
碧
亘
吻
崖
O
o
冒
旨
．
庁
（
－
o
o
．
H
）
・
こ
の
一
般
原
則
に
関
し

　
て
、
未
成
年
者
は
契
約
能
力
と
共
に
、
取
消
と
い
う
付
可
的
権

　
限
（
君
睾
艘
）
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
は
能
力
を

　
有
し
な
い
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
一
種
の
特
権
を
付
与
し

　
て
い
る
、
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
。
ω
ぎ
湯
o
P
　
O
o
巨
轟
o
冨

　
N
邑
巴
．
L
o
竃
．
p
曽
①
．
し
か
し
、
一
般
に
は
こ
の
見
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は
一

　
面
的
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あ
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と
さ
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膏
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＆
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ω
①
①
巴
ω
9
0
竺
”
目
一
印
ユ
俸
勺
①
ユ
＝
9
m
■
o
『
印
l

　
O
P
竃
㌣
昌
一
呂
①
呂
實
一
自
内
印
自
P
－
－
丙
望
．
ω
胃
し
竃
（
畠
3
）
．

　
な
お
、
必
需
品
で
あ
る
こ
と
の
立
証
責
任
は
、
必
需
品
契
約
で

　
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
老
（
多
く
は
、
未
成
年
老
の
相
手
方
た

　
る
成
年
老
）
に
存
す
る
。
ω
寝
巨
昌
長
く
■
z
①
ミ
同
轟
－
彗
o

　
｝
＝
『
目
岸
E
『
①
O
o
l
H
ト
ベ
＞
N
O
㊤
H
9
㊤
－
o
o
　
（
H
岨
蜆
㊤
）
一
向
」
O
q
ρ
H
Ω
印
．

　
■
．
肉
o
く
ー
N
o
9
轟
蜆
（
H
竃
↓
）
一
ミ
ー
≡
ω
a
員
O
コ
ω
竺
o
ω
‘
く
o
－
．
戸

　
卜
亭
O
O
j
岩
富
－
吻
や
曽
斗
O
．
8
．

（
u
）
　
年
齢
の
不
実
表
示
に
関
し
て
は
、
…
昌
p
軍
彗
旨
一
g
“

秘
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峯
写
8
篶
需
巨
註
8
艮
＞
①
q
①
鶉
＞
箒
g
畠
亭
巴
ま
彗
片
、
ω

　
O
o
目
弓
四
〇
干
＞
O
o
昌
o
印
『
螂
饒
＜
o
ω
一
〇
〇
き
H
㎝
ζ
．
勺
－
巨
－
－
－
丙
①
く
．

お
（
畠
竃
）
一
＞
昌
〇
一
－
S
＞
－
窒
O
旨
昌
（
H
竃
O
）
．

（
1
5
）
　
O
－
印
H
打
ω
冒
o
『
凹
l
P
N
ω
べ
…
奉
o
o
o
巴
－
く
．
O
『
印
目
一
俸
O
o
’
岨

竃
ぎ
責
湯
（
－
竃
o
）
一
ω
8
∋
－
庁
庁
く
．
z
o
昌
彗
2
①
2
與
け

　
ω
①
〔
＝
ユ
饒
o
蜆
O
o
H
P
H
o
o
o
o
Z
向
↓
N
9
べ
N
↓
（
－
o
ω
』
）
…
O
…
－
ω
く
．

ミ
葦
－
｛
、
蜆
冒
ω
8
冒
一
＞
巨
o
ω
巴
①
ω
L
暮
胃
㊤
ω
畠
o
3
一

〇
g
（
H
竃
ト
）
一
塁
o
q
g
H
o
p
－
．
寄
く
．
8
㎝
し
竃
（
岩
ミ
）
一

彗
＝
P
旨
ζ
－
雪
ヰ
ー
－
．
寄
く
．
員
員
お
（
－
湯
ω
）
．

（
”
）
　
ω
⑦
P
　
｝
く
①
『
ω
く
．
－
①
昌
與
く
　
｝
與
目
斤
俸
↓
『
冒
9
0
o
．
N
0
o
～

ω
ミ
豊
・
呂
ド
胃
㎝
（
畠
蟹
）
。
未
成
年
者
は
契
約
締
結
の
際
に
、

　
自
已
の
年
齢
を
不
実
表
示
し
て
は
な
ら
な
い
旨
、
指
摘
す
る
も

　
　
の
と
し
て
、
く
o
⊆
目
o
員
巨
o
o
庄
く
、
ω
3
冨
雷
o
o
ω
一
く
墨
・
留
o
〇
一
蜆
竃

　
　
（
岩
o
。
ω
）
．

（
5
霊
∋
署
O
ユ
戸
ω
ε
冨
－
暑
．
竃
。
。
占
一
暑
9
ω
く
1
5
∋
黛

　
団
団
目
岸
俸
↓
『
⊆
9
0
〇
一
N
0
0
N
ω
ミ
N
o
蜆
H
N
－
㎝
－
㎝
（
－
㊤
蜆
蜆
）
い
穴
①
ω
①
『

く
．
o
ぎ
管
昌
合
o
雪
o
＄
メ
3
o
（
岩
ε
－

（
㎎
）
　
O
｛
．
竃
竺
宥
■
H
蜆
q
．
勺
－
暮
1
－
．
丙
①
く
‘
司
芦
o
o
o
o
　
（
－
㊤
蜆
ω
）
．

（
1
9
）
彗
9
胃
く
．
寄
＆
＝
o
昌
①
竃
o
8
易
二
竃
」
雷
Z
奉
墨

墨
。
。
し
竃
－
ω
（
岩
3
）
．

（
2
0
）
奉
…
9
o
貝
O
目
ω
竺
o
ω
．
く
〇
一
．
戸
ω
ξ
冨
．
吻
↑
昌
9
君
－

S
－
ω
一
畠
需
L
9
－
－
．
寄
く
』
O
ダ
轟
O
（
岩
S
．
ω
8
芸
9

≦
＝
p
旨
弓
雪
亭
F
寄
＜
．
N
ω
ら
㊤
（
岩
運
一
ミ
o
貝
畠
蜆
－

　
ζ
．
－
二
．
】
「
1
句
’
N
－
N
－
N
N
N
．

（
2
1
）
　
精
神
障
害
考
の
法
的
位
置
付
け
に
つ
き
、
思
想
史
上
の
変

　
　
遷
を
簡
潔
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
ω
①
p
　
g
g
p
　
勺
亭
＝
o

勺
〇
一
ζ
8
o
ま
實
冒
長
亭
o
－
姜
o
｛
…
雪
邑
巨
8
昌
潟
－

一
彗
睾
娑
彗
睾
－
1
寄
＜
」
H
。
。
9
旨
竃
－
嵩
S
（
岩
き
）
．

（
2
2
）
　
判
例
を
若
干
あ
げ
る
と
、
O
冒
9
鼻
く
・
零
8
き
9
二
〇
。
ω

　
勺
N
O
H
㎝
メ
ー
①
o
　
（
－
o
o
べ
）
…
穴
『
∈
ω
①
く
．
O
o
o
ω
＝
o
印
α
↓
－
自
一
σ
①
『

　
O
o
－
卜
ω
M
勺
N
o
－
o
o
9
－
0
H
蜆
（
－
㊤
①
司
）
…
O
o
昌
凹
＝
①
く
く
1
ω
印
斥
①
『
①
岨

　
○
竺
．
丙
o
旨
．
蜆
N
卜
蜆
N
司
（
－
㊤
①
o
o
）
一
ω
〔
す
昌
巴
冨
く
．
奉
顯
5
①
『
㎝
①
①

ω
峯
墨
。
。
－
ら
ω
（
岩
§
一
幸
昌
一
與
婁
昌
く
．
竃
葦
訂
姜
ω
竃

ω
O
ぎ
旨
δ
旨
ミ
（
－
竃
O
）
1

（
2
3
）
9
匡
實
①
く
．
宗
碧
ぎ
易
寄
一
ぎ
目
彗
↓
望
胃
o
寄
o

　
Z
峯
N
O
も
①
o
－
』
⑤
蜆
－
（
H
㊤
①
o
）
｝
丙
①
4
四
一
①
ヨ
一
①
目
一
（
N
目
o
）
　
o
｛
O
o
目
－

　
弐
與
o
誌
．
吻
－
蜆
O
o
－
ヨ
自
－
①
目
“
げ
．

（
2
4
）
ヨ
尋
Z
き
霊
寿
o
｛
望
8
く
①
召
ユ
く
．
奉
…
印
昌
二
ξ

ω
o
ぎ
畠
べ
し
匿
（
岩
ミ
）
一
…
①
邑
o
易
く
ー
霊
o
監
o
－
巨
①
昌
．

思
旨
〇
一
昌
昌
宝
O
ω
O
ぎ
員
ω
－
（
－
湯
ム
）
．

（
2
5
）
ミ
…
ω
8
員
◎
昌
ω
箒
ω
．
き
一
．
一
ω
ξ
曇
ζ
－
N
ざ
言
－
雪
一

ミ
①
宇
艮
雪
一
…
彗
討
＝
冒
o
昌
潟
箒
冒
二
〇
…
算
①
印
ミ
一
一
F
s

ω
9
9
一
．
－
1
寄
く
‘
曽
H
し
ω
o
（
畠
§
一
9
8
貝
寄
彗
P

c
邑
亮
5
旨
8
8
彗
o
髪
雪
邑
巨
8
昌
潟
后
篶
く
．
お

O
o
－
昌
－
．
－
．
丙
望
」
鼻
畠
H
（
畠
｛
ω
）
．
こ
の
よ
う
に
、
取
消
は

法
の
保
護
政
策
で
あ
る
か
ら
、
相
手
方
は
取
消
を
主
張
し
え
な

拓
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い
。

（
2
6
）
　
O
＝
暮
雪
害
－
雪
o
目
庄
奉
①
亭
o
守
目
一
雰
着
巨
算
q
も
P
匿
o
－

H
。
も
っ
と
も
、
精
神
障
害
老
は
、
障
害
が
除
去
さ
れ
た
後
に
合

　
理
的
期
間
内
に
取
消
す
こ
と
を
要
し
、
さ
も
な
い
と
追
認
し
た

　
も
の
と
さ
れ
る
。
団
『
団
目
津
く
．
、
巨
口
o
ω
富
2
向
N
庄
↓
蜆
“
富
①

　
（
H
㊤
ミ
）
．

（
2
7
）
　
Z
o
訂
一
雪
竃
－
9
．
F
宛
宰
．
－
S
〇
一
H
竃
ω
ム
（
岩
8
）
一

　
〇
8
g
．
竈
；
ざ
7
r
丙
2
」
H
o
o
岨
L
曽
蜆
（
H
違
o
）
一
勺
8
－
⑦
く
．

雪
巨
ω
昌
o
。
ω
＞
ぎ
べ
8
、
冒
（
畠
胃
）
．
ω
①
①
芸
9
幸
…
g
昌
一

　
〇
∋
ω
巴
窃
．
く
O
F
戸
誓
O
冨
．
吻
ト
ー
轟
9
0
。
昌
、
も
っ
と
も
、
相

　
手
方
は
、
取
消
を
阻
止
す
る
既
述
の
要
件
に
つ
き
、
立
証
責
任

　
を
負
う
。
O
胃
団
奏
彗
く
－
Ω
胃
ギ
ー
ω
ω
冨
o
N
筆
～
竃
（
岩
昌
）
一

　
｝
”
σ
①
『
く
1
ω
尋
①
①
↓
ω
一
く
－
①
］
≦
｝
o
q
．
O
o
『
P
N
卜
N
Z
k
ω
N
庄
↓
①
ω
－
べ
①
①

　
（
－
o
①
ω
）
一
〇
ゴ
①
黎
o
目
く
1
勺
＝
〇
一
－
罵
①
H
目
ω
．
O
o
－
H
蜆
o
ω
向
N
o
ム
9
と
』

　
（
岩
雷
）
’

（
2
8
）
　
｝
胃
易
峯
o
肇
一
ω
ξ
竃
．
君
－
窒
べ
占
一
幸
①
宇
o
獄
P
竃
ω
o
I

　
○
印
F
－
。
宛
睾
．
曽
ガ
墨
蜆
（
岩
㊦
①
）
・
但
し
、
絶
対
的
か
つ
文
字

　
通
り
の
返
還
（
冒
g
o
冨
ユ
昌
）
は
要
求
さ
れ
な
い
。
向
庄
冒
冒
宗

　
く
1
0
す
印
目
O
－
①
『
H
N
べ
ω
向
N
o
↓
仰
べ
o
o
　
（
－
岨
①
N
）
一
C
o
け
o
目
く
一
＝
邑
－

　
ω
8
ω
向
ぎ
ミ
一
富
o
（
岩
o
o
ω
）
．
な
お
、
Ω
＝
津
昌
曽
す
害
彗
o

　
ミ
o
旨
o
守
貝
ω
ξ
昌
ら
■
匿
ω
は
、
消
費
さ
れ
返
還
で
き
な
い
場

　
合
で
、
相
手
方
が
善
意
で
、
か
つ
、
契
約
が
公
正
で
あ
る
と
き

　
に
は
、
取
引
を
助
長
し
、
取
引
安
全
を
促
進
す
る
結
果
を
認
め

　
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
、
契
約
有
効
と
す
る

見
解
と
い
え
、
契
約
の
公
正
さ
に
重
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
り
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
約
款
理
論
の
立
場
か
ら
は
興

味
を
惹
く
見
解
と
い
え
よ
う
。

（
2
9
）
　
詳
し
く
は
、
ω
葦
事
昌
写
8
b
目
ω
巴
①
ω
．
き
－
－
一
ω
君
轟
‘

　
岬
午
彗
9
0
P
富
ム
．

（
3
0
）
　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
ω
①
9
0
巴
φ
ヨ
彗
」
俸
勺
胃
…
9

　
誓
o
；
．
o
o
l
ω
ω
o
－
－
一
雲
膏
冨
く
一
彗
召
凹
．
o
1
鶉
－
p
奉
；
武
↓
o
戸

　
○
目
ω
竺
窃
．
く
O
－
．
卜
誓
り
蟹
．
吻
と
－
震
津
0
ー
ミ
印
吻
†
竃
津
O
P

　
お
－
O
O
P
句
曽
昌
ω
ミ
O
ユ
戸
ω
一
も
量
1
0
P
窒
ω
－
ざ
Z
顯
竺
貝
↓
プ
①

　
O
o
目
旨
”
9
ω
o
＝
≦
ぎ
o
易
i
①
ミ
①
α
オ
o
冒
け
プ
①
勺
①
H
ω
o
①
o
巨
く
①
o
｛

　
勺
與
マ
向
X
o
－
団
目
O
自
9
蜆
o
Z
O
－
－
1
丙
①
く
．
蜆
－
メ
蜆
ω
㊤
　
（
H
岨
べ
N
）
．

（
3
1
）
　
冬
E
目
印
き
彗
o
冨
．
P
S
‘
ω
鶉
凹
－
ω
9
｝
印
ヨ
ω
ミ
o
具
戸

　
一
w
冒
o
『
P
o
P
ω
㊤
と
－
蜆
一
カ
①
9
凹
↓
①
冒
①
『
一
一
　
（
N
コ
庄
）
o
｛
O
◎
目
旨
陣
〇
一
9

　
吻
－
ω
O
o
∋
昌
①
目
↓
蠣
．
俸
一
〕
．

（
3
2
）
　
例
え
ぱ
、
ω
①
P
く
雷
ま
易
く
．
～
害
昌
〔
H
目
冨
∋
1
勺
①
耳
9

　
－
①
⊆
昌
ム
ト
㊤
ω
o
N
o
N
9
ω
H
　
（
－
㊤
o
o
卜
）
一
〇
饅
＝
與
胴
｝
①
『
く
ー
O
①
自
け
『
巴

　
テ
2
鵯
目
ω
凹
目
汗
z
．
＞
．
宣
o
o
z
向
N
o
ω
冒
一
ω
冨
（
畠
o
o
ω
）
．

（
3
3
）
　
U
8
轟
窃
－
－
o
轟
竃
o
8
易
＜
．
O
…
9
竃
o
o
勺
墨
昌
ミ
一

　
昌
お
（
H
㊤
墨
）
一
＝
凶
昌
ユ
鼻
く
‘
匡
o
名
津
竺
o
o
①
⊇
－
8
o
冒
ヲ
o
｛

　
丙
す
o
o
①
－
ω
冨
冒
o
N
竃
＞
星
岩
一
－
o
。
（
岩
s
）
．

（
拠
）
　
Z
凶
く
－
ε
㎝
o
Z
O
－
．
丙
①
＜
．
㎝
－
メ
蜆
卜
ω
1
『
（
H
㊤
べ
N
）
一
ω
⑦
①

　
巴
ω
9
Ω
『
8
貝
勺
；
o
｛
o
｛
竃
o
目
訂
；
弓
o
昌
肩
芹
彗
o
く
｝
目
o
苧
①

緬
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ζ
烏
老
冨
ω
竃
o
竃
と
宰
軍
①
昌
－
眈
9
轟
く
竺
①
－
」
．
N
戸
曽
H

　
（
岩
宣
）
．

（
3
5
）
　
ω
8
一
＝
頸
昌
ユ
鼻
く
’
曽
o
岩
ま
一
ω
胃
三
〇
①
O
o
ξ
o
申

　
丙
ブ
o
宗
匡
彗
o
畠
①
＞
豊
員
畠
（
H
竃
N
）
．

（
3
6
）
　
ω
8
一
…
胃
饒
目
く
．
ω
8
奏
彗
一
…
o
8
『
ω
巴
9
轟
Z
ミ
匿
ゲ

　
蜆
（
岩
害
）
．

（
3
7
）
　
…
凹
三
目
‘
ω
訂
ξ
顯
饒
雪
o
8
H
ω
巴
①
囮
富
Z
オ
星
H
し

　
（
岩
g
）
．
も
っ
と
も
、
年
齢
を
箸
き
込
む
形
態
で
あ
る
と
き
は
、

　
未
成
年
老
は
誤
っ
た
情
報
を
意
識
的
に
な
し
た
と
し
て
禁
反
言

　
則
が
適
用
さ
れ
る
。
ω
①
P
O
彗
冒
く
‘
O
D
昌
亭
一
彗
o
－
o
彗
O
o
，

　
o
．
o
。
ω
富
o
o
。
冨
ら
富
（
崖
雷
）
1

（
3
8
）
　
丙
巨
訂
ユ
o
a
く
ー
■
長
訂
ω
曽
o
。
ω
ミ
竃
岨
8
一
胃
o
（
岩
雪
）
－

　
ω
8
巴
ω
9
雪
”
ま
自
く
．
ω
8
奉
凹
ス
…
o
甘
昌
ω
巴
窃
お
z
幸
墨
卜

　
①
（
H
⑩
雷
）
・
な
お
、
未
成
年
考
側
に
相
手
方
を
欺
く
意
図
が
な
い

　
と
し
て
、
否
定
し
た
も
の
と
し
て
、
ら
艮
雪
‘
写
＆
■
o
昌
①

；
◎
8
易
し
篶
L
雷
z
幸
ぎ
墨
o
。
一
N
竃
（
岩
竃
）
．
ω
需
巴
ω
9

　
霊
昌
署
O
ユ
戸
ω
ξ
曇
O
P
竃
O
。
－
8
．

（
3
9
）
　
O
－
奉
o
o
匝
凹
＝
く
．
Ω
『
與
目
一
俸
O
o
1
o
ω
向
N
o
㊤
蜆
一
（
－
o
｛
o
）
．

一
一
一
英
法

　
英
法
上
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
能
力
（
s
葛
o
ξ
）
の
間
題

と
し
て
処
理
さ
れ
、
未
成
年
者
・
精
神
障
害
者
・
泥
酔
老
の
三

老
に
つ
き
各
々
法
原
則
が
確
立
し
て
い
る
。

　
未
成
年
者
（
－
ま
彗
員
竃
ぎ
o
易
）
と
は
、
今
日
で
は
満
一
八

歳
未
満
で
あ
る
（
一
九
五
九
年
家
族
法
改
正
法
一
、
九
）
。
旧
時

は
、
成
年
年
齢
は
二
一
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
一
歳
と
い
う
基

準
は
、
中
世
に
お
い
て
重
い
甲
胃
を
身
に
つ
け
る
の
に
は
十
分

な
身
体
の
発
育
を
必
要
と
し
た
騎
士
階
級
の
成
年
期
に
沿
革
が

　
　
　
　
（
1
）

も
と
め
ら
れ
る
が
、
立
法
論
と
し
て
は
、
現
在
で
は
満
＝
ハ
歳

と
す
る
提
案
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
一
六
歳
未
満
が
提
案
さ
れ
た

根
拠
を
紹
介
し
て
お
く
。
つ
ま
り
、
実
際
上
、
杜
会
は
ニ
ハ
歳

を
境
と
し
て
区
分
す
る
こ
と
を
あ
る
程
度
既
に
承
認
し
て
い
る
。

一
六
歳
で
義
務
教
育
は
終
了
す
る
と
共
に
、
自
身
の
生
計
を
求

め
て
労
働
市
場
に
参
入
す
る
の
に
適
格
と
判
断
さ
れ
て
い
る
し
、

子
供
を
扶
養
す
る
親
の
義
務
は
終
了
す
る
。
又
、
ニ
ハ
歳
に
な

れ
ぱ
杜
会
保
障
給
付
金
を
請
求
す
る
資
格
を
有
す
る
し
、
法
的

に
も
婚
姻
は
可
能
と
な
り
、
か
つ
、
選
択
住
所
を
自
身
で
な
し

う
る
。
こ
れ
ら
の
全
て
は
必
ず
し
も
契
約
上
の
責
任
に
関
連
を

有
す
る
と
は
い
え
な
い
が
、
一
六
歳
を
成
年
年
齢
と
す
る
法
の

見
地
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ニ
ハ
歳
に
な
れ
ぱ
、

37
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自
身
の
判
断
で
自
已
の
将
来
を
決
定
し
う
る
し
、
こ
の
年
齢
で

大
部
分
の
未
成
年
者
は
学
校
を
卒
業
し
、
世
間
に
出
て
自
身
の

道
を
歩
み
始
め
る
。
か
つ
、
こ
の
年
齢
の
老
は
、
自
己
の
金
銭

を
何
に
費
や
す
べ
き
か
、
い
か
な
る
債
務
が
生
ず
る
か
を
判
断

す
る
能
力
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
六
歳
の
者
に
は
完
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
契
約
能
力
が
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う

な
有
力
な
主
張
が
立
法
論
と
し
て
は
存
在
す
る
が
、
現
行
法
上

は
既
述
の
よ
う
に
一
八
歳
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
未
成
年
者
の
な
し
た
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
ω

生
活
必
需
品
契
約
、
未
成
年
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
役
務
契
約

は
有
効
、
ω
土
地
に
関
す
る
契
約
と
か
バ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
の
よ

う
に
、
永
続
性
を
有
す
る
利
益
（
－
巨
胃
窃
亘
を
伴
う
契
約

は
、
取
消
し
う
る
、
つ
ま
り
、
未
成
年
老
で
あ
る
問
に
又
は
成

年
に
達
し
た
後
合
理
的
期
間
内
に
取
消
さ
な
い
限
り
、
未
成
年

　
　
　
　
＾
3
）

者
を
拘
束
す
る
。
㈹
生
活
必
需
品
以
外
の
商
品
売
買
契
約
の
よ

う
な
契
約
は
、
未
成
年
老
に
と
っ
て
強
行
し
う
る
が
、
成
年
に

達
し
た
後
に
追
認
（
明
示
又
は
黙
示
を
含
む
）
し
な
い
限
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

未
成
年
者
を
拘
束
し
な
い
と
い
う
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
か
つ

て
は
、
一
八
七
四
年
未
成
年
老
救
済
法
一
条
に
よ
り
無
効
と
さ

れ
た
契
約
も
有
し
た
が
、
今
B
で
は
、
同
法
は
一
九
八
七
年
未

成
年
者
契
約
法
四
条
二
項
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
、
特
に
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
惹
く
の
は
生
活

必
需
品
契
約
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
み
若
干
敷
術
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
と
、
未
成
年
老
を
信
頼
す
る
商
人
の
た
め
で
は
な
く
、
未
成

年
老
自
身
の
た
め
の
生
活
必
需
品
契
約
に
つ
き
未
成
年
者
に
責

任
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
生
活
必
需
品
（
必
需
的
な
役
務

を
含
む
）
か
否
か
は
法
と
事
実
の
混
合
問
題
で
あ
る
が
、
生
命

を
維
持
す
る
の
に
不
可
欠
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
特
定
人
が

現
に
置
か
れ
て
い
る
地
位
、
身
分
、
生
活
程
度
を
維
持
す
る
の

に
適
切
な
物
品
に
も
及
ぷ
。
こ
の
点
で
生
活
必
需
品
は
生
活
上

不
可
欠
な
物
に
限
定
さ
れ
な
い
が
、
単
な
る
賛
沢
品
は
含
ま
な

い
。
但
し
、
相
手
方
（
供
給
老
）
は
、
物
品
が
生
活
必
需
品
性

を
有
す
る
こ
と
と
共
に
、
現
に
必
要
で
あ
る
こ
と
も
立
証
す
る

　
　
　
　
＾
5
）

こ
と
を
要
す
る
。
以
上
の
未
成
年
老
の
契
約
能
力
に
関
す
る
法

原
則
は
、
沿
革
的
に
は
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
判
決
に
遡
源
し
、

当
時
の
生
活
様
式
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時

は
未
成
年
者
は
訴
求
す
る
に
値
す
る
ほ
ど
十
分
資
力
を
有
し
て

い
た
し
、
略
式
の
ク
レ
ジ
ヅ
ト
で
物
品
を
供
給
す
る
こ
と
は
今

鍋



（39）　行為無能力老制度と約款

日
よ
り
も
一
般
に
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、

未
成
年
考
の
愚
行
お
よ
ぴ
未
熟
さ
の
結
果
、
未
成
年
老
に
付
与

さ
れ
た
財
産
（
多
く
の
場
合
に
は
家
族
財
産
で
あ
っ
た
）
が
消

失
す
る
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う
有
産
階
級
の
要
請
に
よ
り
、
未
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

年
者
を
保
護
す
る
法
原
則
が
工
夫
さ
れ
、
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

生
活
必
需
品
契
約
に
関
す
る
法
原
則
も
当
時
の
杜
会
状
況
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
、
杜
会
移
動
は
小

さ
く
、
小
売
商
人
は
多
く
は
一
店
舗
の
み
有
し
て
い
た
か
ら
、

自
己
の
顧
客
、
そ
の
地
位
、
背
景
を
熟
知
す
る
と
共
に
、
こ
の

者
が
購
入
余
地
を
有
す
る
か
、
安
全
に
掛
売
り
で
き
る
か
を
判

断
で
き
た
し
、
当
該
物
品
が
既
に
十
分
供
給
さ
れ
て
い
る
か
も

知
り
え
た
。
た
と
え
、
小
売
商
人
が
顧
客
を
既
に
知
っ
て
い
な

く
と
も
顧
客
の
服
装
、
態
度
、
話
し
方
で
こ
の
老
の
地
位
お
よ

ぴ
資
力
を
評
価
し
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
必

需
品
契
約
の
法
原
則
も
そ
れ
な
り
の
妥
当
性
を
有
し
て
い
た
と

　
＾
7
）

い
え
る
。
し
か
し
、
当
時
と
今
日
と
の
状
況
で
は
大
き
な
変
化

が
存
す
る
。
富
の
分
配
に
お
け
る
変
化
は
当
時
よ
り
も
非
常
に

大
で
あ
る
し
、
犬
資
産
を
有
す
る
未
成
年
者
は
今
日
で
は
全
く

極
く
僅
か
で
、
む
し
ろ
、
大
多
数
の
老
は
実
質
的
賃
金
を
稼
い

で
、
こ
れ
を
様
々
な
必
需
品
や
娯
楽
に
費
や
し
て
い
る
。
未
成

年
者
を
未
熟
さ
か
ら
保
護
す
る
こ
と
は
今
日
で
も
必
要
で
あ
る

が
、
未
成
年
老
が
窮
境
に
遭
遇
す
る
度
合
い
は
は
る
か
に
減
少

し
て
い
る
。
し
か
も
、
杜
会
移
動
の
激
し
さ
、
多
店
舗
経
営
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

規
格
品
生
産
、
教
育
の
普
及
に
よ
り
、
必
需
品
か
否
か
の
判
定

は
小
売
商
人
に
は
往
時
よ
り
も
は
る
か
に
困
難
で
、
非
現
実
的

　
　
　
　
（
8
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
近
時
、
英
法
上

も
未
成
年
老
の
契
約
能
力
に
関
す
る
改
革
が
法
律
委
員
会
よ
り

提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ω
法
は
未
成
年
者
を
そ
の
未
経
験

及
び
未
熟
さ
か
ら
保
護
す
べ
き
で
あ
る
。
ω
法
は
未
成
年
老
と

取
引
す
る
成
年
者
に
不
必
要
な
不
利
を
生
ぜ
し
め
る
べ
き
で
は

な
い
。
ω
法
は
成
年
老
が
未
成
年
老
と
一
定
タ
イ
プ
の
契
約
を

締
結
す
る
の
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
す
べ
き
で
な
い
、
こ
と

を
基
本
的
立
場
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
、
未
成
年
老
の
契
約
能

力
を
有
す
る
年
齢
を
満
：
ハ
歳
と
し
、
ニ
ハ
歳
未
満
の
老
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

く
契
約
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
提
案
が
受
入
れ

ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
第
二
に
現
行
法
な
い
し
法
原
則

の
改
革
を
提
案
す
る
。
つ
ま
り
、
一
八
七
四
年
未
成
年
老
救
済

法
は
廃
止
し
、
特
定
タ
イ
プ
の
契
約
毎
に
拘
束
性
を
提
案
す
る
。

鎚
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特
に
、
従
来
の
必
需
品
契
約
（
8
邑
冨
o
二
〇
；
①
8
錫
邑
①
吻
）

に
つ
い
て
は
、
「
必
需
品
（
烏
8
ω
窒
ユ
鶉
）
」
の
カ
テ
ゴ
リ
を
廃

止
し
て
、
「
必
需
不
可
欠
品
（
烏
8
窃
三
2
）
」
と
し
、
こ
れ
は
最

低
限
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
の
に
不
可
欠
な
物
品
（
サ
ー
ビ

ス
も
含
む
）
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
と
共
に
、
契
約
時
及
び
引

渡
時
の
両
時
点
で
必
需
品
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
要
件

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

は
廃
止
す
べ
き
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
改
正
事
項
は
、
そ
の
後
縮

小
さ
れ
、
現
行
法
の
欠
陥
を
是
正
す
る
こ
と
に
限
定
す
る
こ
と

　
（
n
）

と
さ
れ
、
そ
の
趣
旨
で
一
九
八
七
年
未
成
年
老
契
約
法
が
制
定

さ
れ
た
。
同
法
に
よ
り
、
未
成
年
老
の
契
約
上
の
債
務
に
つ
き
、

債
権
老
は
主
た
る
債
務
が
未
成
年
者
に
対
し
て
強
行
し
え
な
い

も
の
で
あ
っ
て
も
保
証
人
に
対
し
て
は
強
行
し
う
る
も
の
と
さ

れ
（
同
法
二
）
、
又
、
契
約
が
未
成
年
著
に
対
し
て
強
行
し
え
な

い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
、
正
当
か
つ
衡
平
と
思
わ
れ

る
な
ら
ぱ
、
契
約
に
基
づ
い
て
取
得
し
た
財
産
を
そ
の
物
が
消

費
さ
れ
て
い
な
い
限
り
で
未
成
年
老
は
契
約
相
手
方
に
引
渡
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
〕

こ
と
を
未
成
年
者
に
要
求
し
う
る
（
同
法
三
）
と
し
て
い
る
。

　
次
に
、
精
神
障
害
老
（
潟
易
g
昌
昌
邑
ξ
昌
8
a
①
屋
戸

昌
8
3
｛
津
－
雪
戸
寝
饒
8
一
）
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
、
こ
の

者
の
契
約
は
有
効
で
あ
る
。
元
来
、
純
粋
な
合
意
が
全
て
の
合

意
の
形
成
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
精
神
障
害
老

は
有
効
な
契
約
を
な
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
か
つ
て
判
例
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

こ
の
理
論
を
採
用
し
て
い
た
。
商
取
引
の
未
発
達
期
で
は
、
全

く
無
能
力
と
す
る
簡
単
明
瞭
な
理
論
で
も
足
り
た
が
、
商
業
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
発
展
し
て
く
る
と
、
こ
の
理
論
の
厳
格
な

適
用
は
妥
当
で
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
妥
当
性
の
維
持

（
昌
9
暮
8
弩
8
o
ご
易
ま
①
）
及
ぴ
商
取
引
の
発
展
に
と
っ
て

障
害
と
な
る
と
共
に
、
合
理
的
な
者
に
及
ぼ
す
結
果
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

行
為
を
解
釈
す
る
必
要
性
か
ら
、
上
記
の
理
論
は
修
正
さ
れ
、

当
事
老
が
契
約
時
に
お
い
て
契
約
の
性
質
を
理
解
し
え
な
い
程

度
の
精
神
障
害
を
蒙
っ
て
い
る
時
に
は
、
契
約
は
無
効
で
は
な

。
・
＼
こ
の
老
の
選
択
に
よ
り
取
消
・
）
る
も
の
・
」
な
る
。
但
し
、

こ
の
老
の
精
神
障
害
が
相
手
方
に
知
ら
れ
て
い
た
か
又
は
知
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
〕

う
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
要
す
る
。
さ
ら
に
契
約
内
容
の
公
正

さ
も
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
精
神
障
害
で
あ
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
、
こ
れ
を
相
手
方
が
利
用
し
た
時
は
取
消
う
る
こ
と
に

な
る
が
、
精
神
障
害
を
知
っ
て
い
て
も
契
約
が
公
正
で
あ
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
〕

契
約
は
有
効
と
さ
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
精
神
障
害
に
よ
り
当

40
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該
取
り
引
き
の
理
解
を
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
及
び
相
手
方
の
認
識

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
両
者
に
つ
い
て
の
立
証
責
任
は
精
神
障
害
老
側
に
存
す
る
。

な
お
、
上
記
の
原
則
に
よ
る
精
神
障
害
老
が
契
約
に
拘
束
さ
れ

な
い
時
で
も
、
必
需
品
契
約
に
就
い
て
は
こ
の
老
は
合
理
的
価

格
（
契
約
価
格
で
は
な
い
）
を
支
払
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

（
一
九
七
九
年
動
産
売
買
法
三
n
）
。
こ
れ
は
、
さ
も
な
い
と
、

精
神
障
害
老
は
生
活
上
通
常
必
需
で
あ
る
物
を
取
得
す
る
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

不
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
泥
酔
老
で
あ
る
が
、
こ
の
老
の
契
約
能
力
は
精
神
障

害
老
と
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
契
約
締
結
時
に
自
己
が
何
を

な
し
た
か
を
知
ら
な
い
よ
う
な
泥
酔
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
相

手
方
が
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
時
に
は
、
契
約
を
取
消
し
得
る
。

た
だ
、
酩
酊
の
程
度
を
相
手
方
が
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
殆

ど
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
精
神
障
害
者
の
場
合
と
異
な
り
、
常

に
敢
消
し
得
る
も
の
と
な
る
と
い
え
る
。
な
お
、
必
需
品
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

に
つ
い
て
は
精
神
障
害
老
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
で
は
、
約
款
に
よ
る
契
約
に
つ
き
、
既
述
の
契
約
無
能
力
者

制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
か
。
約
款
の
組
込
要
件
た
る
合
理
的
認

識
手
段
の
提
供
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
必
要
で
あ
り
、

こ
の
要
件
充
足
の
下
で
既
述
の
法
原
則
が
適
用
さ
れ
る
。
ま
ず
、

未
成
年
者
に
つ
い
て
は
、
締
結
さ
れ
た
契
約
が
既
述
の
未
成
年

老
を
拘
束
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
か
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ

た
と
き
に
は
当
該
合
意
が
未
成
年
老
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
か

　
　
　
（
2
0
）

が
考
慮
さ
れ
、
肯
定
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
約
款
を
含
む
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
〕

に
未
成
年
者
は
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ぱ
、
二
二
歳

の
少
年
が
鉄
道
会
杜
と
運
送
契
約
を
締
結
し
た
が
、
約
款
上

「
鉄
道
会
杜
側
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
い
か
な
る
損
害
に
つ

い
て
も
会
杜
に
対
し
て
訴
求
で
き
な
い
」
旨
の
条
項
が
存
し
た
。

少
年
が
会
杜
側
の
過
失
に
よ
っ
て
蒙
っ
た
損
害
の
倍
償
を
請
求

し
た
事
案
で
、
本
条
項
は
未
成
年
者
に
と
っ
て
非
常
に
不
利
で

あ
り
、
か
つ
、
不
公
正
で
あ
る
か
ら
、
原
告
を
拘
束
し
な
い
と

　
＾
2
2
）

さ
れ
た
。
精
神
障
害
老
、
泥
酔
老
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

約
款
を
含
む
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
が
、
相
手
方
が
当
該
老
の
状

況
を
認
識
し
て
い
る
時
に
の
み
取
消
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
拘
束
さ
れ
る
と
し
て
も
、
契
約
内
容
が
合

理
的
で
あ
る
二
と
を
要
し
、
こ
れ
に
該
当
し
な
け
れ
ぱ
約
款
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
〕

含
む
契
約
が
無
効
と
さ
れ
る
。

　
（
1
）
　
旨
ヨ
①
9
↓
ぎ
＞
①
目
①
o
｛
…
団
」
o
H
－
員
ム
＞
貝
－
．
－
①
炉
雪
ω
↓
．
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ω
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売
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（
㎜
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目
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す
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く
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H
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H
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＝
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－
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蜆
一
H
H
｛
↓
－
o
o
い
O
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暮
デ
ω
E
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『
與
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印
『
印
．

　
雪
9

（
鴉
）
　
峯
凹
匝
O
印
目
一
↓
＝
①
－
団
ミ
o
｛
O
o
コ
↓
『
団
o
誌
．
－
o
↓
ド
o
P
ト
H
ト
ー

　
①
…
　
O
『
”
冬
｛
o
『
α
一
　
丙
①
ω
ユ
叶
目
巨
o
目
・
一
q
目
o
o
目
ω
o
－
o
コ
印
σ
－
o

　
↓
『
彗
窒
o
巨
昌
と
ま
亮
＞
o
く
印
鼻
墨
①
冨
斥
8
o
｛
－
鳥
o
昌
＝
一
く

一
〕
9
幸
①
雪
勺
凹
ま
o
9
宣
O
彗
－
｝
彗
丙
①
‘
－
S
（
岩
3
）
1

四
　
小
結

　
わ
が
法
上
、
行
為
無
能
力
老
及
び
制
限
的
行
為
能
力
者
と
さ

れ
て
い
る
老
に
つ
き
、
概
略
な
が
ら
英
米
法
に
お
け
る
法
原
則

と
、
そ
の
約
款
へ
の
適
用
に
つ
き
検
討
し
た
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
英
米
法
と
一
言
に
い
っ
て
も
、
こ
の
小
問
題
に
つ
い
て
さ

え
両
老
に
差
違
が
見
ら
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
制

度
に
お
け
る
一
般
原
則
が
、
近
代
契
約
法
に
お
け
る
約
款
と
い

う
法
領
域
に
も
等
し
く
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
元
来
、
英
米
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
老
の
な
し
た
法
取
引
に

つ
い
て
取
引
の
安
全
へ
の
配
慮
が
強
い
と
共
に
、
約
款
事
態
を

契
約
法
理
論
で
処
理
す
る
の
が
支
配
的
立
場
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
約
款
に
つ
い
て
の
合

理
的
認
識
手
段
を
尽
く
す
と
共
に
、
約
款
内
容
の
合
理
性
が
強

く
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

独
で
、
未
成
年
者
の
無
賃
乗
車
さ
ら
に
は
銀
行
取
引
を
め
ぐ
っ

て
多
く
の
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
独
で
の
法
状
況
、
さ
ら

に
わ
が
法
に
お
け
る
検
討
は
い
ず
れ
機
会
を
得
て
論
ず
る
こ
と

と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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